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　新型コロナウイルス感染症の終息が見えない状
況の中、感染症患者などへの診療を継続するなど、
地域から必要とされる医療提供に努めました。
　収入は、市立３病院における病床の機能分担な
どに取り組んだ効果や感染症検査の増加、外来患
者数の増加などにより、医業収益が１億5091万円
増加した他、新型コロナウイルス感染症対応補助
金などの医業外収益が６億1539万円増加したた
め、病院事業収益は、前年度比４億1684万円増の82
億689万円となりました。
　支出は、給与費や材料費、経費などの医業費用が
8164万円増加した一方で、医業外費用などが３億
1836万円減少したため、病院事業費用は、前年度比
２億3672万円減の75億9099万円となりました。
　この結果、総収益から総費用を差し引いた当年
度純利益は６億1590万円で、８年ぶりの黒字決算
となりました。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
おける病院事業の資金不足は、会計基準の見直し
や経営状況の悪化に伴い、平成29年度決算で発生
し、30年度にその比率は18.9％まで増加しました
が、令和元年度に登米市民病院において病床数削
減による経営の効率化を図り、さらに市立３病院
の役割を明確化し、病院間の連携を強化したこと
に加え、地方の病院に対する交付税が拡充された
ことなどにより、資金収支が改善し、３年度決算に
おいて資金不足が解消しました。
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